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５月の『一斉下校』や『火災時の避難訓練』に引き続き、６月２日（木）に、『丌

審者侵入時』に備えての避難訓練を実施しました。 

附属池田小学校の事件が起こってから、１３年が経ちます。校内で、あのような

惨劇が二度と起こらないようにと、本校では、毎年実施しています。 

しかし、丌審者が襲ってくるのは、教師が子どもの側にいる時とは限りません。

池田の事件は、休憩時間でした。放課後の運動場で起こることも登下校時に起こる

こともあります。私たち教師が緊急時に備え、対応について考え・訓練しておくこ

とは、もちろん重要ですが、それとともに、子どもたちが、できるだけ 

ことが、何より重要であると思います。 

丌審者対策避難訓練を終えて 

～合い言葉は『いかのおすし』～ 

今回の丌審者侵入時の避難訓練は、「２時間目に１年教室前に丌審者が現れた」

という設定で訓練をしました。私たち教職員は、児童と一緒に行う訓練の前には、

我々教職員のみで、岸和田警察防犯係の方に来ていただいて、訓練を行いました。

警察官が丌審者役になり、本番さながらの緊張感のある訓練でした。児童の命を守

ることの重要さ、難しさを痛感しました。 

訓練当日、子どもたちは真剣に、窓を閉めたり、机を出入り口に並べたり、イス

を持ち、できるだけ出入り口から離れ、先生の指示に従って行動できました。その

後、丌審者が確保されたことを確認し、運動場に避難し、集合しました。短い時間

で静かに集合出来たことは、大変良かったと思います。その後、丌審者と遭遇した

時の心得を子どもたちに話をしました。 

キーワードは、『いかのおすし』です。 

『いか』は、ついていか
．．

ない。『の』は、車にの
．

らない。『お』は、お
．

お声を出

す。『す』は、す
．

ぐ逃げる。『し』は、し
．

らせる。 

この合い言葉を覚え、知らない人や、変な人には、ついていかない。知らない人

の車には、乗らない。大声を出す。すぐ逃げる。警察や学校に知らせる。このこと

をいつも頭に入れて、生活してほしいと、子どもたちに話しました。 



 

 6 月 21 日（火）6 年生を対象にスマホ・ケータイ安全教室を実施しました。当

日はクラスごとにＫＤＤＩの講師の方に来ていただいて、動画を使って、安全にス

マホ・ケータイを使う方法を学びました。 

その時の話にもありましたが、スマホ・ケータイは保護者の方が契約し、子ども

さんに貸し不えている物です。必ず子どもと約束事を作り、守らせることが、トラ

ブルを防止する唯一の手段です。次のような家庭のルールを作ってみましょう。 

 

☆マナー 

● 公共の場所では使用しない。 

● 食事中や入浴中はスマホ・ケータイ

をさわらない。 

● スマホ・ケータイを使いながら、歩

いたり自転車に乗らない。 

● 勝手に人の写真を撮らない。 

☆時間管理 

● 1 日の使用時間を決める。 

● 相手の迷惑にならないように、使用

する時間を考える。 

● ○時以後は電源を切る。朝○時まで

は電源を入れない。 

● スマホ・ケータイでインターネット

を使ってよい時間を決める。 

☆お金・課金 

● 有料サイトの利用や有料アプリを

ダウンロードしたい場合は家の人

と相談する 

 

☆人間関係 

● 自分の自慢話、人の悪口や嫌がるこ

とを書き込まない。 

● 誰が見ても大丈夫な写真しかイン

ターネットに載せない。 

● 大事なことを伝えるときは、直接伝

える。 

 

☆出会い 

● 知らない人から電話がかかってき

ても出ない、かけ直さない。 

● 知らない人からメールが届いたら

削除する。 

● 自分の電話番号やメールアドレス

を教えるときは、家の人と相談す

る。 

● インターネット上で知り合った人

とは会わない。 

● 個人情報はインターネットに載せ

ない。 

 

☆ルールを守れなかったとき

の対応 

● ルールを守れなかったときは何が

悪かったか家の人と話し合う。 

● 決めたルールを守れなかったら○

日間利用禁止。 

● 利用禁止を繰り返したときは、契約

を停止する。 

 

☆フィルタリングなど 

● フィルタリングを設定する。 

● ウイルス対策ソフトを入れる。 

● ＩＤ、パスワードは家の人には教え

るが他人には教えない。 


